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10年の軌跡

特　集

地域の医療を支えた続けた職員の想いが、
東千葉メディカルセンターを成長させてくれました。

2016年産婦人科診療を開始し、たくさんの
赤ちゃんが当センターで誕生しました。 
2023年度からは、不妊治療の診療も開始
されました。 

2020年1月から始まった新型コロナウイルス
感染症との闘いは、2023年5月まで続きまし
た。地域医療の最後の砦として、通常診療と
の両立に一丸となって取り組みました。

産婦人科

～現場で働く職員に、日々 大切にしている想いを聞いてみました～

開
院
当
初
よ
り
、地
域
の
た
め
の
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、救
急
医
療
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
お
け
る
中
核
病
院
と
し
て
、ま
た
災
害
時
の
拠
点
病
院
と
し
て
も

必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、医
療
技
術
の
向
上
と
患
者
様
の
安
心
・
安
全
を
最
優
先
に
掲
げ
、

よ
り
一
層
充
実
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、地
域
医
療
の
一
翼
を
担
い
、多
く
の
患
者
様
に
寄
り
添
い
、

支
え
続
け
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十年一昔と言いますが、この10年間
で医学は大きく変化し、今も日々進
歩しつづけています。より良い医療を
提供するために新しい知識や技術を
学び続けることを大切にしています。

医 　師

患者さんが少しでも安心できる
よう、マスク越しではありますが
笑顔を心がけています。

管理栄養士

り石のような華やかな人間とな
るより、裏石のように目立たず
とも人々を支える人間になるこ
とを望みます。

事務職員

退院後の生活を考慮して、
薬の提案や患者さん・家族へ
の服薬指導をするようにして
います。

薬剤師

リハビリ介入の際、「患者様とし
てだけではなく、「人生の諸先
輩方」と接していることを常に
意識しながら実施するようにし
ています。

理学療法士

立場上、様々な患者さん・ご家
族、職種の違う方々と接します
が「おもいやり」を大切にし、嫌
な思いをしないような対応を心
がけています。

看護師

自分が生まれ育ったこの東金・
九十九里の地域医療に貢献す
ること。また、患者さんの負担を
減らすことを意識して日々業務
をしています。

放射線技師

「患者さんは自分の家族」と思
い、優しく親身に接するように
日々心がけています。

検査技師

新型コロナウイルス感染症

基本構想から約9年の
月日を経て、建設が始
まりました。 

建 設 中 

当
セ
ン
タ
ー
は
、開
院
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

開院当初は、6 診療科としてスタート
しました。今では22診療科と多くの
専門医が集い、地域医療の第一線で
活躍しています。 

2014年開院

2019年9月の房総半島台風にも、関東 
DMAT や千葉大学医療救護チームの
協力を得て、職員一同困難に立ち向か
いました。 

災害拠点病院 

開院以来、延べ814,000人
以上の患者様が訪れました。 

外来患者数

2024年より基幹型臨床研修病院として千葉
県より認定され、医師の臨床研修体制を充
実させ、研修医を育成するための教育を
行っています。

基幹型臨床研修病院

347人から 510人に増え、職員が
協力し医療サービスを行っています。 

職 員 数

EASTERN CHIBA
MEDICAL CENTER
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心
房
細
動
と
言
わ
れ
た
ら

循
環
器
内
科　

 

金
枝
朋
宜

循環器内科コラム
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心
房
細
動
は
、心
臓
の
リ
ズ
ム
が
不
規
則
に
な
る

動
悸
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

「
定
期
的
な
診
察
」、「
適
切
な
治
療
」、

「
生
活
習
慣
の
改
善
」を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

We  a r e  放射線部

放
射
線
部
で
は

放
射
線
機
器
を
用
い
て

医
療
画
像
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
放
射
線

部
１
年
目
の
和
田
山
で
す
。

　
放
射
線
部
で
は
、放
射
線
機
器
を
用
い

て
医
師
の
適
切
な
診
断・診
療
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
た
め
に
最
善
の
医
療
画
像
を
提

供
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

一
般
的
な
検
査
方
法

「
Ｘ
線
撮
影
」。

　
Ｘ
線
撮
影
と
は
、Ｘ

線
を
使
用
す
る
検
査

と
し
て
は
最
も
一
般

的
な
検
査
で
す
。

　
Ｘ
線
を
人
体
に
照
射
し
、各
組
織
を
通

過
し
て
き
た
Ｘ
線
の
量
の
違
い
を
画
像

と
し
て
表
示
し
ま
す
。空
気
な
ど
の
Ｘ
線

病
気
に
も
怪
我
に
も
対
応
し

ス
ピ
ー
ディ
に
治
療
へ
導
き
ま
す
。

　
Ｘ
線
撮
影
は
病
気
や
怪
我
に
関
す
る

多
く
の
情
報
を
得
ら
れ
ま
す
。画
像
を
見

て
異
常
が
あ
れ
ば
、そ
の
情
報
に
よ
っ
て

医
師
は
今
後
の
適
切
な
治
療
対
策
が
立

て
や
す
く
な
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

Ｘ
線
を
使
用
す
る
検
査
に
は
被
ば
く
と

い
う
問
題
が
つ
い
て
き
ま
す
。我
々
、診
療

放
射
線
技
師
は
、医
師
の
指
示
の
も
と
患

者
様
の
被
ば
く
を
必
要
最
小
限
に
抑
え

る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　
Ｘ
線
撮
影
で
使
用
す
る
Ｘ
線
量
で
は

人
体
に
与
え
る
影
響
は
非
常
に
少
な
い

の
で
、放
射
線
の
影
響
を
受
け
る
心
配

よ
り
も
病
気
や
怪
我
を
早
く
発

見
し
、早
く
治
療
す
る
ほ
う
が

患
者
様
に
と
っ
て
大
き
な
利
益

と
な
り
ま
す
。

　
　

--------------

　
１
年
目
で
ま
だ
ま
だ
放
射
線

技
師
と
し
て
未
熟
で
は
あ
り
ま

す
が
、こ
れ
か
ら
経
験
を
多
く
積
み
よ

り
良
い
画
像
を
提
供
で
き
る
技
師
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
放
射
線
技
師
が
ど
ん
な
仕
事
を
し
て

い
る
か
考
え
た
時
に
み
な
さ
ん
が
ま
ず

思
い
浮
か
べ
る
の
は
Ｘ
線
撮
影（
レ
ン
ト

ゲ
ン
）や
Ｃ
Ｔ
、Ｍ
Ｒ
Ｉ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
乳
房
Ｘ
線
検
査
、骨
塩
定
量

検
査
、血
管
造
影
検
査
、病
棟
患
者
や
救

急
で
運
ば
れ
て
く
る
患
者
に
対
す
る

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｘ
線
撮
影
な
ど
様
々
な
検

査
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
今
回
は
、Ｘ
線
撮
影
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

が
通
過
し
や
す
い
部
分
は
黒
く
、骨
な
ど

の
Ｘ
線
が
通
過
し
に
く
い
部
分
は
白
く

写
し
出
さ
れ
ま
す
。

《    　 》Ｘ線撮影
（レントゲン）

〈引用〉 2024 年 JCS/JHRS ガイドライン フォーカスアップデート版 不整脈治療

　
し
か
し
、心
房
細
動
は
、生
活
習
慣

の
改
善
と
適
切
な
薬
物
治
療
に
よ
っ

て
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
が
で
き
ま

す
し
、カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
治
療
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。た

だ
し
、た
と
え
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
奏
功
し
て
も
、状
況
に
よ
っ

て
は
脳
梗
塞
予
防
の
た
め
の
抗
凝
固

薬
を
継
続
ま
た
は
再
開
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い
。担
当
医
と
相
談
し
、ご
自
身
に
最

適
と
思
わ
れ
る
治
療
方
針
を
選
ん
で

実
施
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
と

適
切
な
治
療
が
大
事
で
す
。

　
皆
さ
ん
は
心
房
細
動
と
い
う
病
気

を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

高
齢
者
の
動
悸
と
言
え
ば
、心
房

細
動
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、検
診

結
果
で
は
70
歳
代
で
は
２
％
、
80
歳

代
で
は
３
％
の
方
が
持
っ
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。脳
梗
塞
の
原
因

に
な
る
と
さ
れ
て
お
り
、高
血
圧
、糖

尿
病
、
75
歳
以
上
、心
不
全
の
既
往
、

脳
梗
塞
の
既
往
の
い
ず
れ
か
一
つ
で

も
あ
れ
ば
抗
凝
固
薬
の
内
服
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

心
房
細
動
を

ご
存
知
で
す
か
？

飲酒や喫煙を控える
担当医の指示にしたがって、定期的に
診察を受けることが大切です。特に、高
血圧、糖尿病、 睡眠時呼吸障害（睡眠
中に何度もいびきをかいて呼吸が止
まったり、浅くなったりする）などがある
方は、きちんと治療を受けてください。

アルコールやタバコは心臓に
悪影響を与えるため、心房細
動の発作を引き起こし、脳梗
塞や心不全などの合併症を
起こしやすくします。

医師の指示に従う

「日常生活」で気をつけること
心房細動は、心臓のリズムが不規則になる病気で、高齢者に多くみられます。
心房細動になった場合、次の点に注意して日常生活を過ごしてください。

心房細動になったら

POINT.1

無理のない運動は心臓にとっ
てよい刺激となり、健康維持
に役立ちます。ただし、過度の
運動は避けましょう。

担当医と相談して
適度な運動を行う

POINT.3

バランスの取れた
食生活を心がける
塩分の多い食品は控え、
肥満の方はダイエットを
心がけてください。

POINT.4

ストレスを軽減する
精神的ストレスや睡眠不足も心
臓に負担をかけるため、ストレ
スを軽減することが大切です。
ストレスを感じる場合は、リラッ
クスする方法をみつけましょう。

POINT.5

困ったら医師に
相談する
症状がよくならない、もしくは
不安を感じる場合は、かかり
つけ医にご相談ください。

POINT.6

POINT.,2
高血圧 糖尿病

睡眠時
呼吸障害

ストレッチ
＆深呼吸

…

肺・気管・

心臓・大動脈 など

肝臓・腎臓・膵臓・
脾臓などの腹部臓器や
消化管のガスなど

全身の骨・関節

胸部撮影 腹部撮影 骨・関節撮影

【検査目的】 【検査目的】 【検査目的】

肺の炎症状態

腫瘍の診断  など

胆石・腎石の有無

腸閉塞の診断  など

骨折の有無

椎間板の診断  など

大丈夫
問題なし!

放射線部



Ｑ
・救
急
事
務
の
仕
事
は
？

　
山
武
長
生
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議
会
の

中
核
病
院
と
し
て
、山
武
消
防
及
び
長
生
消
防
の
救
急
隊

員
の
教
育
指
導
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、救
急
救
命
士

の
病
院
研
修
等
の
事
務
や
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
及
び
Ｈ
Ｃ
Ｕ
に
入
院

し
た
重
篤
者
の
集
計
、Ｅ
Ｒ
で
の
救
急
車
の
応
需
率
の
集

計
や
重
症
外
傷
者
の
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
は
、消
防
法
に
定
め
て
い
る
防
災

管
理
対
象
物
と
な
っ
て
い
る
た
め
、防
災
管
理
者
が
作
成

し
た「
消
防
計
画
」に
基
づ
き
、定
期
的
に
自
主
点
検
を
実

施
し
て
い
ま
す
。　　
　

　
災
害
対
策
室
と
し
て
、大
規
模
災
害
時
に
、問
題
な
く

業
務
を
継
続
で
き
る
よ
う
、災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
、

防
災
対
策
委
員
会
の
事
務
局
も
兼
務
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・普
段
ど
の
よ
う
な
業
務
を
し
て
い
ま
す
か
。

　
県
に
報
告
す
る
た
め
に
、重
篤
者
を
集
計
す
る
こ
と
か

ら
１
日
が
始
ま
り
ま
す
。そ
の
後
、カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
出

席
し
、そ
の
よ
う
な
患
者
様
の
状
況
や
予
後
を
確
認
し
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
搬
送
さ
れ
る
事
案
が
発
生
す

れ
ば
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
開
設
後
、安
全
管
理
を
行
い
ま
す
。

　
病
院
救
急
車
を
活
用
し
て
、入
院
患
者
様
を
他
の
病

院
へ
搬
送
す
る
業
務
や
、山
武
消
防
及
び
長
生
消
防
か

ら
、病
院
救
急
車
を
要
請
さ
れ
た
場
合
は
、Ｅ
Ｒ
の
医
師
、

看
護
師
を
同
乗
し
災
害
現
場
に
出
向
し
ま
す
。

Ｑ
・ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
。

　
私
の
前
職
は
消
防
職
員
で
、山
武
消
防
在
籍
時
の
平
成

９
年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
救
急
救
命
士
と
し
て
活
動
し
、

昨
年
の
４
月
に
当
セ
ン
タ
ー
に
就
職
し
ま
し
た
。私
が
救

急
救
命
士
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
ろ
は
、山
武
地
域
の

救
急
医
療
体
制
は
決
し
て
良
い
状
況
と
は
い
え
な
い
時

期
で
し
た
。

　
し
か
し
、当
セ
ン
タ
ー
の
開
院
後
は
、山
武
消
防
救
急

車
の
管
外
収
容
率
が
激
変
し
ま
し
た
。今
、救
急
事
務
に

携
わ
り
重
篤
患
者
を
集
計
し
て
い
ま
す
が
、交
通
事
故
や

墜
落・転
落
外
傷
等
の
急
を
要
す
る
重
症
傷
病
者（
ロ
ー

ド
＆
ゴ
ー
適
応
の
傷
病
者
）が
、い
ち
早
く
当
セ
ン
タ
ー
に

搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、心
肺
停
止
患
者
や
シ
ョッ
ク

状
態
の
重
症
傷
病
者
に
対
し
、Ｅ
Ｒ
医
師
の
的
確
な
指
示

に
よ
り
、救
急
救
命
士
が
輸
液
や
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
投
与
等

の
救
命
処
置
を
行
い
、救
命
し
て
い
る
様
子
を
見
て
、少

し
で
も
Ｅ
Ｒ
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う
に

真
摯
に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
・休
日
は
ど
の
よ
う
に
す
ご
し
て
い
ま
す
か
。

　
「
筋
肉
フ
ェ
チ
」な
の
で
、エ
ニ
タ
イ
ム
と
い
う
ジ
ム
で
筋

ト
レ
を
し
て
い
ま
す
。土
曜
日
、日
曜
日
は
早
朝
に
有
酸

素
運
動
、午
後
か
ら
筋
ト
レ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、平
日
は
、出
勤
前
に
１
時
間
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
。１
週
間
で
脚
、胸
、背
中
と
部
位
別
に

ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
を
組
ん
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
・皆
様
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
火
災
や
地
震
に
よ
る
災
害
時
に
、人
的・物
的
な
被
害

を
最
小
限
に
す
る
た
め
、災
害
を
想
定
し
た
総
合
訓
練

を
年
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
安
心
・
安
全
な
東
千
葉
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
安
心
し
て
来
院

し
て
く
だ
さ
い
。

職員インタビュー

救  急  事  務

LOOK
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登録医のご紹介

竹内歯科医院
登録医名／竹内 将

歯科、矯正歯科

千葉県山武郡九十九里町不動堂540
TEL.0475-72-0214　
※駐車場あり

一般歯科及び矯正歯科を行っている九
十九里町の竹内歯科医院です。一般的
な虫歯、歯周病の治療、抜歯等を行って
おりますが、親知らずの抜歯や顎関節
症、粘膜疾患などの検査および専門的な
処理に関しては、患者様にとってより安
心、安全性を考え東千葉メディカルセン
ターに紹介、連携をとっています。
また当院の矯正歯科においては矯正専
門医が診断、診療しています。健康はお
口から。皆さん8029（はちまる肉）という
言葉を耳にしたことはありませんか？
8020（はちまるにーまる）は、ご存じだと

思います。80歳で20本の歯を残しましょ
うという目標ですが、この8029というの
は、80歳になってもしっかりと噛むことで
良質なタンパク質を摂り、「オーラルフレ
イル予防で健幸長寿に！」しっかり噛め
るということが大事です。そのため症状
がなくても定期的に歯科医院を受診する
ことをお勧めします。

大網白里市みやこ野にあります錦織メディ
カルクリニックです。 1918年に開院した錦
織産婦人科を母体に当地に移転して21年
が経ちました。医師2名、薬剤師1名、看護
師7名、検査技師1名、医療事務3名で運営
し、循環器内科、脳神経内科、消化器、外
科、内科を主に診療しています。
高血圧、糖尿病、脂質異常症などの慢性疾
患に、心不全、呼吸不全に悪性疾患を合併
した様々な病態の患者様が来院されてい
ます。
虚血性疾患、急性動脈乖離が疑われる胸
痛の患者様、突然の麻痺や言語障害のあ

る脳血管障害を疑う時はCTやエコー検査
などで診断し、東千葉メディカルセンター、
県立循環器病センター、県立がんセン
ター、千葉大学病院にご紹介し、入院や手
術をお願いしています。
当地域の中核病院である東千葉メディカ
ルセンターの諸先生のご奮闘には日々感
謝申し上げております。

月
●
●

  9：00～12：00
15：00～19：00

火
●
●

水
●
●

木
ー
ー

金
●
●

土
●
▲

日
ー
ー

錦織メディカルクリニック
登録医名／錦織 吉宏

内科、外科、循環器内科、内科、神内科、
消化器科、小児科、リハビリ科

千葉県大網白里市みやこ野1-4-5
TEL.0475-72-0214
※駐車場あり

月
●
●

 8：30～11：00
15：00～17：00

火
●
●

水
●
●

木
ー
ー

金
●
●

土
●
ー

日
ー
ー

外来診療時間

※休診日　木・土午後・日・祝

 8：30 重篤患者集計等

 9：30 カンファレンス

10：15 事務事業に関する打ち合わせ

　　　　　

 12：00 昼食

 13：00 その他事務処理

 15：00 ＥＲ応需率集計等

 17：15 退勤

（災害対策委員会、ＭＣ協議会事務事業
  として事例検討会・企画調整会議）

schedule

1 日のスケジュール

　
リ
エ
ゾ
ン
ナ
ー
ス
に
は
、そ
の
言

葉
の
と
お
り「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を

つ
な
ぐ
」「
患
者
さ
ん
や
家
族
と
医

療
者
を
つ
な
ぐ
」と
い
う
役
割
が
あ

り
、こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
た

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
対
し
て
精

神
的
な
ケ
ア
を
専
門
に
行
い
ま
す
。

　

病
気
や
怪
我
で
の
急
な
入
院
に

よ
っ
て
、不
安
や
心
配
事
を
抱
え
た

患
者
さ
ん
や
ご
家
族
に
対
し
、こ
こ

ろ
の
ケ
ア
を
行
い
、安
心
し
て
入
院

生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、精
神
疾
患
の

症
状
で
お
困
り
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
は
、症

状
が
緩
和
さ
れ
る
よ

う
援
助
し
、認
知
症
や

せ
ん
妄
症
状
に
よ
っ
て

現
状
の
把
握
が
難
し

く
な
っ
た
患
者
さ
ん
に

対
し
て
は
、夜
の
睡
眠
時
間
が
確
保

で
き
る
よ
う
に
し
た
り
、日
光
浴
を

し
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
昼
と
夜

の
リ
ズ
ム
を
整
え
、治
療
が
円
滑
に

進
む
よ
う
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、看
護
師
の
メ
ン
タ
ル
ヘル

ス
支
援
と
し
て
、面
談
を
し
た
り
、ス

ト
レ
ス
へ
の
対
処
方
法
の
研
修
を
行

う
な
ど
し
て
、看
護
師
が
健
康
な
状

態
で
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
関
わ
れ
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
 知

って
いますか？ ●

精神看護専門看護師 　蜂須賀 智子

Liaison
【フランス語】

リエゾン
▶ 連携
▶ 橋渡し
▶ つなぎ

リエゾンナースを
知っていますか？Liaison1階ロビーにて、当センター医師やピアニストによるクリスマスコンサートを開催しました。

開催しました！開催しました！
クリスマスコンサート

　ピアニスト２名の音色がロビーへ響き渡り、足を運んでくれ
た約２００名の方々の心を癒してくれました。また、外科と脳神
経内科の医師によるピアノ演奏では、「アンコール！」の掛け声
が出るなど、和やかな時を過ごすことができました。
　今後も、安心安全の医療だけではなく、患者さんやご家族
の方々の、心に寄り添う病院として、職員一同励んで参ります。






